
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
   
 

学 校 名 高山市立東山中学校 

実 施 期 間 平成２５年１０月２０日（日）～１１月２７日（水） 

実 施 概 要 
  

①公民館祭りに参加 ②合唱で地域を訪問（３年生）  

③性に関わる生き方講演会の実施 ④平和講話の実施 

⑤家庭教育講演会の実施 ⑥地域教育公開日の実施  

⑦授業参加で総合的な学習の発表会 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  ☑自然   ☑歴史   ☑文化   ☑産業   □その他 

 公開の方法 
☑授業公開 ☑成果発表 ☑交流活動 ☑講演会等 

  ☑地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者             ３００人  
     計      ４８０ 人 

地域関係者             １８０人 

実 施 状 況 
 

公民館祭りでは、３年生全員が合唱を発表、また、吹奏楽部が演奏を披露し
た。有志で結成したメンバーのダンス、新体操、三味線を披露した。当日は、
発表の後で、生徒もステージ以外のイベントに参加し、地域の方や小中学生と
も交流を深めた。 

合唱訪問では、市役所でランチコンサートを実施する学級、校区の小学校へ
出向く学級、他中学校へ出向く学級と３年生の４学級が合唱を披露しようと地
域へ出向き、合唱の披露や交流活動を行った。 

性教育の講演会では、渡辺武子先生を講師に招き、幸せに生きるために大
切ないのちと心についてお話を、また平和講演会では、地区の語り継ぐ会
の方に来て頂き、戦時中の体験をもとに平和の尊さについてお話いただい
た。  

地域参観日には、これまで生徒会の授業づくり委員会や執行部が中心とな
って進めてきた、反応のある授業を地域や保護者の方に公開し、その後スク
ールミーティングとして3年生と地域の方で、いじめや人権について思いを
交流した。 

授業参観日には、総合的な学習の時間について1,2,3学年が合同でテーマに
そって学んだことについて、提言を発表した。 

成果及び課題 
    

本校で行われる公民館祭には、地域の大人から子どもまで多くの方が来場。
多くの生徒が参加し、保護者や多くの地域の方に学校の文化活動を理解してい
ただけた。地域の方からは、「中学生の合唱に感激した。」「三味線が美しか
った。」等の感想も寄せられた。 

市役所では「あの人数であれだけの歌声が出るのに驚いた。」等、日頃接す
る機会のない場へ出向いた活動ができたことは地域に中学生を知ってもらう
のに有効であった。 

地域参加日には、授業だけでなく、初の試みとして「いじめや人権」につい
て3年生が地域の方との思いを語り合った。地域の中学生の考えを地域の方が
直接聞くことができ、よい機会になったとの感想もあった。 

授業参観での総合的な学習の時間の発表会も、初の試みとして1.2.3年生の混
合グループが自学年のテーマり提言を発表し、保護者からは、地域のことや、
生き方についての学びがよくわかったと好評であった。 

今後も、来校してもらうことに限定せず、こちらから出向く活動や案内して
いない方にも広く開放して東山中学校と地域の中学生を理解してもらうよう
にしたい。 

 


